
【背景および目的】解剖学的死腔量(VDana)とは呼吸器系の
全容積のうちガス交換には直接関与しない容積を指し、単

一 N2呼出曲線(SBC-N2)における Fowlerの等面積法により
求められる。しかし、一般的な呼吸機能測定機器において

第Ⅲ相の傾きを考慮した方法は煩雑なため自動化されてお

らず、簡易的に計測されているのが現状である。今回

我々は、SBC-N2に一次微分波形分析法(first derivative wave 
analysis; FDWA)を用いることで第Ⅲ相の傾きを考慮した正
確かつ簡便な VDanaの測定方法を考案したので報告する。

【対象および方法】健常成人 22名(男性 13名、女性 9名 
平均年齢 33.5歳、21-61歳)を対象とし、FUDAC-77(フクダ
電子社製)を用い SBC-N2から VDanaを求めた。また、SBC-
N2を CSV出力し Excel変換のうえ FDWA波形を作成した。
FDWA波形における第Ⅱ相の peak点での肺気量はシグモイ
ドカーブの変曲点であり、peak点を挟む直角三角形(S1)の
面積は等面積であるとした。S1の 2倍の面積より第Ⅲ相の
傾きによる余分な三角形の面積(S2)を引いた後、再び等面
積となる三角形の肺気量を求め fd- VDanaとし、VDanaとの

比較検討を行なった。

【結果】VDanaの平均値は 0.301±0.049(L)、fd-VDanaの平均

値は 0.283±0.045(L)であり、両者間に有意差を認めた
(P<0.01)。相関係数は r=0.800(P<0.01)と強い相関を認めた。
【考察】VDanaと fd-VDanaは強い相関を認め、FDWAを用
いることで解剖学的死腔量を算出できた。また、FDWA法
は S2の面積を引くことにより第Ⅲ相の傾きの補正を行なっ
ているのに対し、VDanaでは第Ⅲ相の傾きを考慮していない

ため VDanaが fd-VDanaより高値に測定されていると考えら

れた。

【結語】SBC-N2において FDWAを用いることで第Ⅲ相の
傾きを補正した解剖学的死腔量を簡便に求めることができ

る。今後、第Ⅲ相の傾きが大きい疾患群でも追加検討を行

う。本研究は JSPS科研費 20K17201の助成を受けたもので
ある。　　　　　　　　　　　　　
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